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■ EZ-Accu Shot™ Customマイクロウオーガニズム 

想定される用途▬▬▬▬▬▬▬▬▬▬

EZ-Accu Shot™ Customマイクロウオーガニズムは、品質管理を目的とした研究室で使用され、凍結乾燥され
た計数済みの微生物製剤です。説明書に従って処理されたこれらの製剤は、非選択的なメディア上で0.1mlあた
り10～100CFUのチャレンジを提供します。

処方成分 ▬▬▬▬▬▬▬▬▬▬

凍結乾燥標品は、以下で構成されます。 

列挙された微生物群 脱脂粉乳	
（ウシ – 米国産） 炭水化物

ゼラチン（ブタ - 米国またはカナ
ダ産） アスコルビン酸

EZ-Accu Shot™ Customマイクロウオーガニズムは、製造チェーンの終点に達し、EC 1069/2009の要件の
対象ではなくなったため、EC 1069/2009の第5条に適合しています。これらの製品はEC 1069/2009の第36
条に基づき派生製品とみなされ、公衆衛生や動物の健康に重大なリスクを与えるものではありません。

注意事項と制限事項 ▬▬▬▬▬▬▬▬▬▬

•	 本製品は、いかなる疾病を診断、治療、治癒または予防することを目的としていません。
•	 人間、動物、ペットの摂取を目的としたものではありません。
•	 �EZ-Accu Shot™ Customマイクロウオーガニズムは、67/548/EECに記載されている有害物質
や、1272/2008/ECに記載されている有害物質を含みません。
•	 �より詳細な情報については、安全データシート(SDS)を参照してください。SDSは、当社ウェブサイト	

(www.microbiologics.com)で見つかるか、1.320.229.7045まで技術サポートにお問い合わせください。
•	 �これらのデバイスやこれらの微生物の成長は、バイオハザード物質とみなされています。 
•	 �これらのデバイスには、病気を引き起こすことのある生の微生物が含まれています。微生物の繁殖にさら
されたり、接触したりしないよう、適切な技術を採用する必要があります。
•	 �微生物学実験室は、バイオハザード物質を受け取ったり、処理したり、維持したり、保管したり、廃棄したり
するための設備を備える必要があります。 
•	 訓練を受けた研究者のみが、これらのデバイスを使用すべきです。 
•	 �機関や法令がすべてのバイオハザード物質の廃棄を規制します。各実験室は、バイオハザード物質の適切
な廃棄について認識し、遵守しなければなりません。
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記号のキー
バッチコード（ロット） メーカー

生物学的リスク 温度制限

カタログ番号 により使用される

注意、相談 	
付属文書

保存と有効期限 ▬▬▬▬▬▬▬▬▬▬

EZ-Accu Shot™ Customマイクロウオーガニズムには、製造時から2年間の標準的な有効期限があります。お客様の社内の特定
の分離物を使用した経験がないため、長期的な安定性が2年未満になる可能性があります。Microbiologics社はお客様の社内の
特定の分離物について経験を積むにつれて、有効期限が調整されることがあります。使用期限までに本製品が本IFUに記載され
た通りに動作しない場合は、Microbiologics社の技術サポートに連絡し、支援と解決を求めてください。 
EZ-Accu Shot™ Customマイクロウオーガニズムのパウチと水和液を密封された元のパッケージに入れて2°C～8°Cで保管して
ください。 

製品保証 ▬▬▬▬▬▬▬▬▬▬

これらの製品は、製品の添付文書、説明書およびサポート資料に印刷および図示されている仕様と性能を満たすことが保証さ
れています。明示的または黙示的な保証は、以下の場合に限定されます。

•	 �実験室で採用されている手順は、印刷および図解された指示や説明に反しています
•	 �それらの製品は、製品の添付資料、説明書およびサポート資料に記載されている意図された用途以外の用途に使用されてい
ます。
•	 �蘇生した培養液が凍結している場合は、Microbiologics社は製品の記載された特性を保証することができません。

ウェブサイト ▬▬▬▬▬▬▬▬▬▬

最新の技術情報やバイオハザードクリーンアップについては、当社のウェブサイト www.microbiologics.comにアクセスしてください。 

自認 ▬▬▬▬▬▬▬▬▬▬

Microbiologics, Inc.
200 Cooper Avenue North
St. Cloud, MN 56303 USA
www.microbiologics.com

カスタマサービス
電話番号：320-253-1640
米国フリーダイアル：800-599-2847
電子メール： info@microbiologics.com

技術サポート
電話番号：320-229-7045
米国フリーダイアル：866-286-6691
電子メール： techsupport@microbiologics.com

*ATCC®培養物から生じるすべての製品のATCC Licensed Derivative® Emblemを探します。ATCC Licensed Derivative 
Emblem、ATCC Licensed DerivativeワードマークおよびATCC Catalogマークは、ATCCの商標です。Microbiologics, Inc.は、
これらの商標を使用し、ATCC®培養物から生じるすべての製品を販売するようにライセンスされています。
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図解付き説明書 ▬▬▬▬▬▬▬▬▬▬

このキットは、0.1mlあたり10～100CFUの濃度を実現するために、バイアルごとに適切なボリュームの水和液とペレットの数で組
み立てられています。このキット中の水和液は、このロットでのみ使用可能です。
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冷蔵保存されていた水和液のバイアル
1本とフォイルパウチ1個を取り出してく
ださい。未開封のパウチと水和液を室
温（約30分）に平衡させてください。

ペレット用バイアルと水和液用
バイアルのキャップを外してく
ださい。ペレットバイアルのコ
ンテンツ全体を水和液バイア
ルに注いでください。すぐにバ
イアルを回収してください。

ペレットが完全に溶解し、懸濁液
が均一になるまで、水和した材料
をボルテックスしてください。

滅菌したピペットを用いて0.1ml
の懸濁液を被検物（0.1mlには
10-100CFUが含まれます）に移っ
てください

フォイルパウチを破り、ペレットのバイアルを
取り出してください。

実験室のプロトコルに従って、チャレンジの手順を進めてください。バイオハザード物質の廃棄に関する実験室のプロトコルに従って、
残った水和材料を廃棄してください。蘇生した培養液が凍結している場合、マイクロバイオロジクス社は製品の状態特性を保証するこ
とができません。

 

CUSTOM CONTROLS 


